
令和４年（2022年）　6月策定



1.策定の趣旨

市長の掲げる 基本理念「未来につなぐまちづくり～「創る改革」とよなか 夢 みらい～」に基づき、

任期中に取り組む政策を「基本政策」として取りまとめ、毎年度その進捗状況を評価・公表する

ものです。

2.期間

令和４年度（2022年度）～　令和7年度（2025年度）

3.構成

「6つの政策の柱」 とそれを構成する「70の政策項目」から成ります 。

4.評価方法

施策の実施状況等を基に、市長が毎年度評価します。

5.公表

進捗状況の結果を毎年度4月1日にホームページ等で公表します。

6.SDGs

「6つの政策の柱」 ごとに関連するSDGsのゴールを示しています。
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６つの政策の柱

Ⅰ．子ども・教育

「健やかに育ち、楽しく学ぶことができるまちとよなか」

Ⅱ．災害・感染症対策

「安全、安心に暮らせるまちとよなか」

Ⅲ．まちづくり

「選んでもらえるまちとよなか」

Ⅳ．健康・共生

「いきいきと暮らせるまちとよなか」

Ⅴ．魅力活力・躍進

「魅力と活力あふれるまちとよなか」

Ⅵ．変革

「持続的で豊かなまちとよなか」
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No 基本政策項目 取組み内容

1 小中一貫教育の推進

本市初となる施設一体型の小中一貫教育を行う「庄内さくら学園」を令和5年(2023

年)4月に開校します。また、2校目となる (仮称)南校を令和8年(2026年)4月に開校

します。全市的な小中一貫教育についての計画を策定し、推進します。

2 教科担任制および35人学級の推進

児童一人ひとりへのきめ細やかな学習や生活指導ならびに中学生になったときの学習面

の円滑な移行を行うために、全小学校で5･6 年生の教科担任制および35人学級を推

進します。

本市初となる９年間を見通した施設一体型の小中一貫教育を行う「庄内さくら学園」の開校や府内の中核市では初

となる児童相談所の設置など、とよなかの未来を担う子どもたちが健やかに育ち、楽しく学ぶことができる環境づくりを地

域の皆さんとともに進めます。

Ⅰ．子ども・教育

「健やかに育ち、楽しく学ぶことができるまちとよなか」
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No 基本政策項目 取組み内容

3 学習環境の充実

全児童生徒に配布したタブレットや全小中学校に配置するICT支援員の活用などによ

り、個々の理解度に応じたきめ細かな学習支援に取り組みます。また、英語教育をはじめ

学⼒向上のための新たな取組み、⼤学や企業等と連携した教育、放課後の学習支援

に取り組みます。また、全小中学校のトイレ洋式化を推進します。

4 学校職場の環境改善による教育の充実

ICT支援員の全小中学校への配置をはじめ、保護者と学校との連絡システムの本格運

用や部活動の支援など学校職場の環境改善を進めます。また庄内さくら学園と(仮称)

南校に副校長を配置することで、さらなる教育の充実につなげていきます。

5 中学校全員給食の実施
生徒の健全な発達および食に関する正しい知識を養うために、栄養バランスの取れた学

校給食を令和4年度（2022年度）2学期から全中学校に導入します。

6 教育と福祉の連携

児童・生徒を取り巻く環境を社会全体で見守ることができるよう、スクールソーシャルワー

カー（SSW）を全小学校に配置するとともに、子どもに関係する機関との連携強化を図

ります。

7 子育てしやすい環境の充実

子育て応援クーポンの配布や妊産婦への支援の充実、保育料の負担軽減、休日保育

の拡充など、子育てしやすい環境の充実に取り組みます。また、病児保育の拡充と発達

支援の理解促進に取り組みます。
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No 基本政策項目 取組み内容

8 待機児童ゼロの維持
保育ニーズを把握するとともに、多様な手法による保育定員の確保を図りながら、待機児

童ゼロを維持します。

9 児童相談所の設置
子どもたちの権利を守り、子どもたちが心身ともに健やかに育つことができる環境づくりとし

て、児童相談所を設置します。

10 児童虐待防止・いじめゼロの推進
子ども支援に関する情報を一元化するとともに、児童相談所等と連携しながら、児童虐

待やいじめに関する相談支援体制を強化します。

11 ヤングケアラーへの支援

家事や家族の世話などを日常的に行うことで学校生活や健康面など育ちに影響が出て

いる子どもたちに、必要な支援を届けられるよう多機関連携による相談支援体制を強化

します。

12 子育て関連施設の連携強化
子育てのセーフティネット強化、保育の質の向上と地域全体での保育人材の確保をめざ

し、こども園・保育園・幼稚園などの施設間の連携を強化します。
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No 基本政策項目 取組み内容

13 子どもの居場所の充実

子ども食堂や放課後こどもクラブの充実をはじめ、多世代交流や校庭開放などの学校を

拠点とした放課後等の児童の居場所など、子どもたちにとって多様な居場所を地域と連

携しながら全小学校区に展開します。

14 図書館サービスの充実

図書館をより便利に利用していただけるよう、(仮称)中央図書館基本構想の推進をはじ

め、レファレンスサービスの充実や電子書籍貸出サービス、図書館と学校図書館との連携

強化などに取り組みます。

15 いつまでも学ぶことができる環境の充実

市⺠⼒や地域⼒を活かしながら、いつまでも元気に学び、生きがいにつなげられるよう生

涯学習の推進に取り組みます。また、郷土資料館を活用した学べる場の提供や公⺠館

講座の動画配信をします。
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No 基本政策項目 取組み内容

16 感染症対策の強化
新型コロナでの教訓を踏まえ、デジタル技術を活用し、感染ルートの特定や情報収集の

迅速化、病床および人員体制の確保など感染症対策を強化します。

17 施設の耐震化
道路橋や上下水道施設の耐震化をはじめ、無電柱化など、災害に強いまちづくりに取り

組みます。

施設の耐震化や感染症対策の強化など、市⺠の皆さんの命や暮らしを災害や感染症から守り、安全に安心して暮らせるまちづくり

を地域の皆さんとともに進めます。

Ⅱ．災害・感染症対策

「安全、安心に暮らせるまちとよなか」
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No 基本政策項目 取組み内容

18 密集市街地の解消 地震時等に著しく危険な密集市街地の解消に向けて、引き続き取り組みます。

19 避難誘導の充実
デジタル技術を活用し、高齢者等の避難支援や避難行動に必要となる情報収集・発

信、避難所の運営など避難体制の強化に取り組みます。

20 避難所の環境整備

避難所における不便を解消し、快適性を向上するため、テントやベッドといった備蓄物資

の確保および再生可能エネルギーを活用した電⼒確保に取り組みます。また、学校体育

館の改築に合わせてエアコンを設置します。

21 ⺠間企業の災害対応支援

中小企業や小規模事業者へのBCP（事業継続計画）策定支援を推進するため、豊

中商工会議所と連携を図りながら、専門家の派遣やセミナーの開催などに取り組みま

す。

22 地域防災⼒の向上
消防団や自主防災組織、地域自治組織等と連携して、地域防災⼒の強化充実や子

どもたちへの防災教育に取り組みます。

23 消防救急体制の強化
ICT 等を活用した緊急時の対応能⼒強化、近隣市との消防指令業務の共同化、ド

ローンを活用した災害対応など、消防救急体制の強化に取り組みます。
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No 基本政策項目 取組み内容

24 市立豊中病院の機能強化
感染症対策のための院内体制の強化をはじめ、病床構成など診療体制の再検討や陰

圧装置など機器の確保に取り組みます。

25 上下水道施設の強化
平常時はもちろん、災害時においても上下水道を安全に、安心して利用していただける

ように、管路の更新や浸水対策などを推進します。

26 強靭なまちづくりの推進
⼤規模災害においても被害を最小限に食い止めるため、強靭化地域計画に基づく強靭

なまちづくりを推進します。
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No 基本政策項目 取組み内容

27 千里中央地区の整備
北⼤阪をリードし続ける都市拠点をめざして官⺠協働で千里中央地区の活性化に取り

組みます。

28 服部天神駅前広場の整備 服部天神駅周辺の特色を活かした駅前広場整備に取り組みます。

駅周辺整備や地域の活性化によるにぎわいと憩いのある拠点づくりを進めるとともに、環境にやさしいまちづくりに取り組みます。

Ⅲ．まちづくり

「選んでもらえるまちとよなか」
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No 基本政策項目 取組み内容

29 中心市街地の活性化（岡町、豊中）
岡町駅周辺および豊中駅周辺について、中心市街地にふさわしいにぎわいづくりや快適

な空間づくりに取り組みます。

30
東西軸（緑地公園駅周辺～曽根駅周辺～

⼤阪国際空港周辺）の活性化

⼤阪府と連携した服部緑地の有効活用をはじめ、曽根駅周辺のにぎわいづくりや（仮

称）原⽥緩衝緑地の整備など、市内東西軸の活性化に取り組みます。

31 神崎川駅周辺の整備 神崎川駅周辺の魅⼒と賑わいの創出、防災機能の強化などに取り組みます。

32 南部地域の活性化

庄内さくら学園の開校をはじめ、子育てや市⺠活動、就労支援機能を有する複合施設

(仮称)南部コラボセンターを開設します。さらに、跡地となる学校敷地については、音楽

など南部地域の資源を活かした有効活用に取り組みます。庄内駅周辺については、⺠

間投資を呼び込みながら、商業集積地としてのにぎわいづくりに取り組みます。

33 快適な移動空間の充実

市内を快適に移動できるように、交通機関の乗り継ぎ利便性の向上やデマンド交通の

充実などに取り組みます。また、歩道のバリアフリー化や歩道空間を活用したにぎわいづく

り、散歩道コースの景観向上、無電柱化の推進など、安全で快適な歩いて楽しくなるみ

ちづくりを進めます。
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No 基本政策項目 取組み内容

34 ゼロカーボンシティの実現

再生可能エネルギーの普及促進をはじめ、二酸化炭素排出量と吸収量の均衡を図る

カーボンオフセット事業や環境に優しい超小型電気自動車の実証実験など、ゼロカーボン

シティの実現に向けて取り組みます。

35 スマートシティの推進
ICTや生活に役立つアプリを活用して、地域課題の解決やくらしの利便性・快適性の向

上など、スマートなまちづくりに取り組みます。
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No 基本政策項目 取組み内容

36 ICTを活用した見守りシステムの充実
高齢者やご家族が安心して暮らせるよう、ICTを活用した高齢者の見守りを充実させま

す。

37 オンライン診療の促進 オンライン診療の促進や、オンライン診療実施に向けた環境整備に取り組みます。

地域包括ケアシステム推進や健康医療の充実など、誰もが自分らしく健やかに暮らせる地域共生社会のまちづくりを皆さんとともに進

めます。

Ⅳ．健康・共生

「いきいきと暮らせるまちとよなか」
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No 基本政策項目 取組み内容

38 在宅医療と介護の連携促進
住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けられるよう、医療機関と介護

事業所など関係機関の連携を強化します。

39 健康づくりの充実

健診・レセプト・介護データの分析やエビデンスに基づく疾病予防等を推進します。

また、デジタルを活用した健康管理サービスを促進するとともに、地域及び⺠間事業者に

よる健康づくり活動を支援します。

40 医療・福祉・介護人材の確保育成
関係機関と連携しながら、医療職（看護師）・介護職を確保し、地域でキャリアアップ

するための取組みを進めます。

41 認知症とメンタルヘルス対策の充実

認知症対策として、地域での支援サービスの充実や損害賠償保険の助成などに取り組

みます。

また、メンタルヘルス対策として、職員をはじめ、地域や関係機関を対象に、身近な人の

悩みに気づき、支えることができる人材を育成します。

42 がん患者等への支援の充実

市立豊中病院でのがん診療の充実をはじめ、骨髄バンクドナーへの支援やアピアランスケ

ア（※）の助成、AYA 世代（15 歳～39 歳）へのがん治療サポートなど、がん患者やが

ん治療への支援の充実に取り組みます。

※医学的・整容的・心理社会的支援を用いて、外見の変化を補完し、外見の変化に

起因するがん患者の苦痛を軽減するケアのこと。
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No 基本政策項目 取組み内容

43 妊産婦支援の充実
妊産婦健康診査の拡充をはじめ、流産や死産を経験した女性への相談支援（グリーフ

ケア）など、妊産婦への支援の充実に取り組みます。

44 地域包括ケアシステム・豊中モデルの推進

重層的支援体制のもと、子ども・高齢者・障害者など、対象者別の概念にしばられない

切れめのない支援を実施し、誰もが住み慣れた自宅や地域で自分らしく暮らせる地域共

生社会をめざします。

45 新たなコミュニティとつながりの創出
地域自治組織の形成を進めるとともに、孤立・孤独状態にある人への支援や地域活動

の担い手の育成などに取り組みます。

46 多世代交流のまちづくり
多世代を対象としたイベントやワークショップの開催をはじめ、リカレント教育や自己実現、

まちづくりへの参画の場づくりに取り組みます。

47 生活困窮者支援の充実
複合的な課題や困りごとを有する方に対し、相談から解決・サポートまでできるよう生活

困窮者支援を充実します。
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No 基本政策項目 取組み内容

48 就労相談・支援の拡充

就職希望者の状況に応じたきめ細かな相談を行い支援プランを策定し、キャリア開発、

仕事体験、事業所とのマッチングなどに加え、保育サービスを充実させ就労につなげていき

ます。また、新たな働き方であるフリーランスへの支援を実施します。

49 女性活躍・働き方改革の推進

女性の就労率を向上させるとともに、キャリア継続・管理職登用等に取り組む事業者へ

のアドバイザー派遣など女性活躍を推進します。また、男女ともにワーク・ライフ・バランスを

⼤切にできる多様な働き方を支援します。

空港・スポーツを活かしたまちづくりや多様な働き方への支援など、暮らし、働き、楽しむ舞台として魅⼒と活⼒があふれるまちを実現しま

す。

Ⅴ．魅力活力・躍進

「魅力と活力あふれるまちとよなか」
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No 基本政策項目 取組み内容

50 デジタル地域ポイントの導入
地域経済の好循環をつくるため”とよなか版デジタル地域ポイント”を創設し、市内店舗で

のキャッシュレス決済を推進するとともに、市内消費の拡⼤につながるしくみをつくります。

51 空港を活かしたまちづくり

空港周辺地域の整備と利活用による新たな魅⼒スポットの創出をはじめ、引き続き、国

際線、長距離便の復便を関係機関に働きかけます。また、就航都市との交流イベントや

物産販売を促進します。

52 スポーツを活かしたまちづくり

スポーツを通じた心と体の健康づくりや人と人とのつながりづくりを進めるため、スポーツイベ

ントやスポーツ教室の開催をはじめ、多くの方々にいつまでも安心してご利用いただけるよ

う豊中ローズ球場など施設の改修に取り組みます。

53 文化芸術を活かしたまちづくり
音楽やアートをはじめ、公共施設やイベント等を有効に活用して、ジャンルを超えたクリエ

イターの集まる場の創出など、文化芸術を活かしたまちづくりを推進します。

54 産業誘導区域の集積推進
産業誘導区域に一層の事業所集積を促進するために、事業所の安定した操業環境の

維持・形成を図ります。

55 域内産業の活性化

企業立地促進条例適用の奨励金対象業種（製造業、卸売業、道路貨物運送業で

かつ倉庫業、冷蔵倉庫業、梱包業のいずれかを含む事業者）とエリアを拡⼤し、域内

産業の活性化につなげます。また、市の包括施設管理業務委託や入札において積極的

に市内事業者を活用します。
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No 基本政策項目 取組み内容

56 スタートアップ企業等への支援の充実
関係機関が連携し、スタートアップ企業等が起業しやすい環境を整備します。また、市内

事業者間の交流・連携の場づくりを通じて、新しいビジネスモデルの創造を支援します。

57 まちの魅⼒アップ

市のPR 動画の配信、名誉市⺠顕彰、高校野球発祥の地としてのＰＲ活動、まちの歴

史の発信、新たな地場産品づくりなどまちの魅⼒アップに取り組みます。また、2025 ⼤

阪・関西万博の成功に向け、⼤阪府と連携して取り組んでいきます。

58 多文化共生の推進

国籍や言葉や文化、生活習慣など文化的背景が異なる人々が共生・協働し、子育て

や就職など人生のあらゆる場面において本市を選んでいただけるよう、外国人市⺠への

支援制度の充実やお互いを認め合い、尊重できる社会に向けた啓発等に取り組みま

す。

59 地産地消の推進
豊中産農産物の市内公共施設での定期販売や再生可能エネルギーの有効活用など、

地産地消を推進します。
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No 基本政策項目 取組み内容

60 いつでも、どこからでも手続きできる市役所づくり
オンライン手続きの拡充、アプリにポータル機能をもたせた手続き等の機能集約など、いつ

でも、どこからでもサービスを利用できる市役所をつくります。

61 対話と発信による共感・共創づくり
市⺠の皆さんに共感いただき、共につくりあげていく市政を進めるため、わかりやすい情報

発信と市⺠・事業者の皆さんとの対話の機会を充実させます。

デジタル化の推進や公⺠学の連携など、新たな発想と変革により、市⺠サービスのさらなる向上と持続的で豊かなまちを実現しま

す。

Ⅵ．変革

「持続的で豊かなまちとよなか」
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No 基本政策項目 取組み内容

62 市有財産の有効活用
南部地域学校跡地など市有地をまちの発展成長のために活用するとともに、公共施設

の再編を進め、多機能で新たな時代のニーズに応える施設へとリニューアルしていきます。

63 財務基盤の強化
効果的・効率的な行財政運営と新たな発想による財源の創出とともに、投資と税収向

上の好循環に取り組みます。

64 とよなかデジタル・ガバメントの推進

教育、防災、福祉などあらゆる分野においてデジタル技術とデータの積極的な利活用を

進め、サービスやまちづくりをより良いものに変革します。また、システムのクラウド化のほか、

業務のデジタル改革を推進し、生産性とセキュリティを高めます。こうした取組みを進める

ための体制を強化します。

65 職員⼒を高める人材育成等の推進

「まち」の課題、「暮らし」の課題を直接感じ取り、サービスや仕事の変革につなげたり、

データ分析等から施策を立案したりできる人材育成に取り組みます。また、困難な職務

に挑戦する意欲やキャリアアップへの動機づけを強める人事給与制度の構築や働き方の

見直しを進めます。

66 ⺠間企業など外部組織との人材交流
新たな価値や考え方を取り入れ、より良いサービスを創り出していくため、⺠間企業等との

人事交流や⺠間専門人材の活用を進めます。

67 公⺠学連携の推進
公⺠学連携プラットフォームや包括連携協定により、⺠間企業や市⺠活動団体、⼤学

等と連携した取組みを推進し、地域課題の解決や市⺠サービスの向上につなげます。
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No 基本政策項目 取組み内容

68 広域連携の推進
近隣市やＮＡＴＳ（中核市の西宮市、尼崎市、豊中市、吹⽥市）など他都市との

広域連携を推進し、市⺠サービスの向上や事務の効率化につなげます。

69 創る改革を推進するための環境づくり

職員からの提案制度をはじめ、外部の専門委員による経営戦略会議や、施策を戦略

的かつスピード感をもって進めるための経営戦略方針の策定など、創る改革を推進するた

めの環境づくりを行います。

70 みんなで取り組み支え合うまちづくりの推進
環境保全や地域の支え合いづくりなど、SDGs の達成に向け、市⺠、事業者、地域団

体等の皆さんとともに取り組み、支え合うまちづくりを進めます。
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